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第一章 序  ―― 研究対象，研究の現状，研究目的と方法 















































後周広順元年（951 年）である（図 1-8）。五代の像が青林洞内に 3 龕，洞外壁に 1 龕，計
4 龕のみ確認されている。尊格から見れば，西方三聖が 3 龕，阿弥陀如来像が 1 龕ある。
北宋の像が最も多く，200 体余りあるという。そのほとんどが 20，30センチに過ぎない小
羅漢像であり，青林洞内に集中している（図 1-9）。その中に十八羅漢がセットとして作ら
れているのは青林洞内に 2 組（図 1-10），玉乳洞に 1 組ある。玉乳洞にあるのは 1 メート







像を刻する。様子から見ると，五代や宋の像とは非常に異なっている。計 68 龕，90 体ほ
どある仏像はすべて大型の石刻であり，厳密に言えば摩崖造像である。洞窟内にあるのは

















なお，題記に見る施主は，第 3 龕の「大元國功徳主徐僧彔」，第 32 龕の「大元國功徳主
栄禄大夫行宣政院使脱脱夫人□氏」，第 53龕の「功徳主石僧彔液沙里兼讃」，第 59 龕の「昭
□大将軍前淮安万戸府管軍楊思諒同妻朱氏」，第 62 龕の「平江路僧判□□麻斯」，第 75龕
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 一線天外壁第 57龕と第 58龕の間に，朱色に施された「佛国」という刻字が現存している。 
3
 常盤大定，関野貞『中国文化史蹟 4 江蘇・浙江巻』法蔵館，1975，pp.65-76。 
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 海老根聡郎，西岡康広編『世界美術大全集 東洋編 7 元』小学館，1999，田邊三郎助「第二章 元および明・清の彫刻」，
pp.53-60，田中公明「テーマ特集 元朝とチベット仏教美術」，pp.325-332。 
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において元代造像が 67 龕，計 116体あり，その中に，「梵式」3仏像が 46 体，「漢式」仏像
が 62 体，残り 8 体が「梵式」の影響を受けた「漢式」仏像であると詳細に述べている。注
意すべきなのは，本論文では『飛来峰造像』（高念華編，文物出版社，2002）とは異なる
番号が使われていることである。添付された「飛来峰元代造像配置図」と，文章の中で言
及した龕の番号とを合わせて考えると，洪氏は第 71 龕まで番号をつけ，第 1，3，4，5龕
を除く 67 龕が元代の造像として扱っていることがわかる。 
いっぽう，前掲書『飛来峰造像』の中では，元代造像が 68 龕数えられ，洪氏の番号より
1 龕多い。両者を比べると（表 1），仏像のほとんどの対応が確認できるが，『飛来峰造像』




23 龕（菩薩），と第 31 龕（観音菩薩）を洪氏の番号と照合させるのには困難がある。第
22 と 23 龕は，上述した元代造とされない第 1，3，4，5龕の 4つのいずれかに当てはまる




























比定も見られる。たとえば，第 13龕を毘盧遮那，第 16 龕を宝生仏，第 23 龕を金剛薩埵，























洪氏番号 『造像』番号 洪氏番号 『造像』番号 洪氏番号 『造像』番号 




2 3 *26文殊師利 56文殊師利 *50雨宝仏母 79摩利支天 
3 ―― 27 57 51 80 
4 ―― 28 58 52 81 
5 ―― 29 51 53 82 
6 29 ⊛30西方三尊 59西方三尊 *54釈迦仏 83釈迦仏 
*7宝蔵神 30宝蔵神 31 60 *55仏頂尊勝 84仏頂尊勝 
*8金剛手 32金剛手 32 61 56 85（明） 
9 33 33 62 ⊛57観音菩薩 86観音菩薩 
10 34 ⊛34観音菩薩 63観音菩薩 *58多羅菩薩 87般若仏母 
11 35 35 64 59 88 
12 36 *36四臂観音 65四臂観音 *60無量寿仏 89無量寿仏 
*13毘盧遮那 37熾盛光仏 *37宝冠釈迦 66宝冠如来 61 90 
14 39 38 67 *62密理瓦巴 91ヴィルーパ 
*15四臂観音 40四臂観音 39 68（南宋？） 63 92 
*16宝生仏 41薬師如来 40 69 *64四臂観音 93四臂観音 
17 42 *41雨宝仏母 70摩利支天 65 94 
18 50 ⊛42観音菩薩 71観音菩薩 66 95 
19 43 43 72 *67仏頂尊勝 96仏頂尊勝 
20 44 44 73 68 97 
21 45 45 74 69 98 




*23金剛薩埵 53ヴァジュラヴィダーラナ *47多羅菩薩 76ターラ  ー *71多羅菩薩 100ターラ  ー





恵鎮が論文の中で言及されているもののみ。「*」をつけるのは 26 箇所，「梵式」仏像であり，「⊛」をつけるのは 4 箇所，「漢
式」仏像である。（3）洪氏番号の 41 と 50 の「雨宝仏母」は摩利支天の異訳である。洪氏番号の 47，58 と 71 の「多羅菩薩」
はすなわち救度仏母，ターラーの音訳である。洪氏番号の 62 の「密理瓦巴」はヴィルーパの音訳である。（4）尊格の比定に
関して，洪氏番号の 13 毘盧遮那，16 宝生仏，23 金剛薩埵，58 多羅菩薩，および 70 釈迦三尊は誤っている。順に熾盛光仏，
薬師如来，ヴァジュラヴィダーラナ，般若仏母，無量寿・文殊・ターラーの長寿三尊と比定されるのが妥当である。（5）洪氏
番号の 39 は『造像』番号の 68 にあたられ，布袋弥勒と十八羅漢像であり，『造像』において南宋の制作とされる。洪氏番号
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―論元代文人筆下的番僧形象」，Chang Qing「The Portrait Image of Yang Rinchen Skyabs at 
Feilaifeng of Hangzhou and its Reception in the Yuan and Ming Periods」，于碩「杭州飛来峰高僧
















































 さらに，従来の研究において個別に論じられたのは，第 37龕の熾盛光仏，第 40龕の四


















































































































チベット語の bka’’gyur pa から音訳され，三蔵法師を意味する語であると推測されている。
すなわち，「管主巴」というのは彼の本名でなく，尊敬を表す称号と思われる。彼は元の大
徳二年（1302年）に蹟砂延聖寺（今江蘇省蘇州市にある），大徳十年（1306 年）に杭州路



















2 飛来峰の元代の全 68龕にある仏像に関する報告 
筆者は 2013 年夏と 2014年夏に，杭州飛来峰石窟に関して現地調査を 2 回行った。飛来
峰石窟に現存している仏像やその隣にある霊隠寺を中心に，さらにそれらの近くにある三
天竺寺および，煙霞洞，宝成寺等も含めて踏査した。 
2002 年に出版された『飛来峰造像』では，飛来峰石窟にある造像に 1から 102 までの番
号をつけている。その中には，本論文の研究対象である元代造像は 68龕ある。現地調査中，
いくつかの龕を除いて，ほとんどの仏像を撮影できた。なお，第 22龕と第 23 龕は青林洞
上方の壁面に彫られていると報告されているが，残念なことに，筆者はそれを見つけられ
なかった。また，地理的に飛来峰東山麓から少々離れた法雲洞の向こう側にある無名洞に




元代造像の配置の内訳は青林洞区に 3龕，玉乳洞区に 1 龕，理公塔区に 5龕，龍泓洞区
に 10 龕，一線天区に 10龕，呼猿洞区に 6龕，そして，それ以外に冷泉渓南側区に，33 龕
ある。以下，この七つの区域に分けて解説する。 
 







第 3龕 華厳三尊（1282 年題記）（図 2-1-1，2） 
























第 29龕 阿弥陀仏（図 2-3） 
 玉乳洞から理公塔へ行く途中の岩壁に彫られている。偏袒右肩，胸前に襟，袖口や足首
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第 31龕 観音菩薩（図 2-6） 























の六字真言（oṃ mani padme hūṃ）が残されている（図 2-9-2）。 
                                                             
1














第 37龕 熾盛光仏（図 2-12-1，2，3） 
 龍泓洞外壁にある。連珠紋蓮華座の上に結跏趺坐し，右手で触地印をし，左手で金輪を
持つ。身体や服は第 29 龕の阿弥陀仏に似た表現である。後ろに逆 U 字形の頭光と身光が
あり，さらに，それ以外の壁面に梵文が刻されている。廖暘の研究によると，「消災吉祥陀
羅尼」や「唵阿吽」（oṃ āh hūṃ）三字総持呪であることがわかる2。 










  「功徳主江淮諸路釋教都總統所経歴郭□□建 至元二十四年歳次丁亥三月十五□□□」 
 























 本像はすなわち，第 39 龕の釈迦立像と同じ年の至元二十四年（1287 年）に，同じ施主
の「江淮諸路釋教都總統所経歴郭」という人物の発願によって制作されたものであること
がわかる。 












































































目である。逆 U 字形の頭光がある。 
 龕の上方縁に梵文，漢文を各一行刻している2。漢文は「一切如来頂髻中出大白傘蓋仏母」
である。 
第 53龕 ヴァジュラヴィダーラナ（vajravidāraṇa）（1288 年題記，図 2-23-1，2） 
 三目で，装身具，条帛，裙，蓮華座，逆 U 字形の頭光の様子は第 52龕と類似している。
右手は胸前にあげ，羯磨金剛杵を托する。左手は金剛鈴を持ち，太腿に置く。右足は下げ，
蓮華座の前にある小蓮華を踏む。摧碎金剛，壊相金剛とも呼ばれる。 










第 54龕 水月観音（図 2-24） 























 龕の上部に梵文と漢文が各一行刻されている。梵文は oṃ vajra(sa)ttva hūṃ，漢文は「金
囗（剛）勇識」である（図 2-25-3）。 













































第 60龕 阿弥陀仏（図 2-30） 
 第 57龕や第 58 龕，および第 59 龕の主尊阿弥陀仏と類似した様子である。 
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 『大足石刻芸術』中国外文出版社＋株式会社美乃美，1981，図 7，8。 
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第 64龕 阿弥陀仏（図 2-34） 
 仏の様子は第 29，43 龕のそれと同じであり，ただ，襟や袖口，裾に蔓草紋が繊細に浮
彫りされている。チベット仏教系の如来像である。 
 龕のまぐさに梵文が一行刻されており，hr(īḥ) hrīḥ/oṃ a(m)i(deva) hrīḥ svāhā hrīḥ hrīḥ とあ
る1。さらに上に梵文の種字「hrīḥ」が浮彫りされている。 






 飛来峰の元代造像の中では，四臂観音は 3龕あり，龍泓洞口上方にある第 40 龕，本像，
そして，後の第 93 龕である。第 40 龕はすでに述べたとおり，もとは三尊として作られて





















第 67龕 文殊菩薩（図 2-37） 


















あげ，無憂樹枝を持つ。後ろに逆 U 字形の頭光がある。 
 チベット仏教系の尊格であり，豊饒や財宝をもたらす性格を有する。飛来峰の元代造像
の中では，摩利支天は 2龕造像されている。後の第 79 龕の摩利支天像は乳房が表されてお
り，より女性的なイメージをしている。 









第 72龕 観音菩薩（図 2-41） 
 第 71龕と同じような様子をしている。ただし，優鉢羅華耳輪はなく，両手は未開敷蓮華
の蕾を持つ姿である。 
















































第 77龕 無量寿仏（図 2-46） 
 仰覆二重蓮華座の上に結跏趺坐する。蓮華座の上下縁に連珠紋がついている。偏袒右肩，
袈裟の様子は第 29，37 龕のそれに類似する。水瓶を両手で持つ。後ろに逆 U 字形の頭光
と身光がある。チベット仏教系の無量寿仏の表現である。 
第 78龕 獅子吼観音（図 2-47-1，2，3，4） 
















第 79龕 摩利支天（図 2-48-1，2） 
 第 77と第 80龕の間の，第 78 龕より高い崖に彫られている。印相と持物は第 70龕の摩
利支天像と同じであるが，身体の表現はむしろ第 76 龕の救度仏母と類似している。なお，
第 70 龕と同じく，蓮華座の下に，猪がイメージされている。相違点として，第 70龕は主
尊の右足が猪の背中を踏むのに対して，本像は右足が猪の頭を踏む。 
第 80龕 観音菩薩（図 2-49-1，2，3） 
 褒衣博帯，裳懸座で，華麗な定印化仏宝冠，無地円形頭光がある。左手は組んだ足の上
に置き，未開敷蓮華の蕾を持つ。右手は胸にあげ，掌を下の蕾に向ける。このような手の
しぐさは第 71 龕の観音菩薩像にも見られ，特色的である。漢伝仏教系の像である。 
第 81龕 阿弥陀仏（図 2-50） 
 連珠紋蓮華座の上に，定印を結び結跏趺坐する。後ろに逆 U 字形の頭光と身光がある。
大粒の螺髪や肉髻の上に宝珠が置かれる。偏袒右肩，襟や裾などにのみ模様が表現されて
いる。第 29，37，43 龕等の如来像と同様の図像である。チベット仏教系の像である。 
第 82龕 釈迦坐像（図 2-51） 





 第 83龕との間の岩壁に，題記が刻されていたようであるが，摩滅し，現存しない。 
第 83龕 釈迦坐像（図 2-52） 
 第 82龕と隣り合っている。様子は，第 43龕の釈迦坐像と類似し，チベット仏教系の如
来像である。本像を第 82龕の漢伝仏教系の如来像と隣り合わせに配置されているのは興味
深い。当時，施主，あるいは像を施す工人たちもこのような図像の相違を意識したのでは






































 塔腹の上部縁に，S 字形のように蔓草紋が丁寧に浮彫りされており，二つの S 紋の間に
円形で隔てられ，その中に梵字が刻されている（図 2-53-3）。計 37 字ある。中央にある四
つの文字は「oṃ bhr(ū)ṃ svāhā」であり，尊勝仏母の真言にあたる1。 
 仏頂尊勝に関して，およそ 10世紀末から 13 世紀の元にかけて，チベット，遼，および
西夏等の領域において広範に信仰され表現されていたことが，すでに指摘されている2。特
に，西夏の仏頂尊勝作例が数点確認され，たとえば，楡林窟第 3 窟や安西東千仏洞第 2窟
には仏頂尊勝マンダラの壁画や，黒水城から出土した仏頂尊勝マンダラの木板画 2点3，寧
夏賀蘭山山嘴溝石窟にも三面八臂の仏頂尊勝壁画 1 点4などがあげられ，飛来峰第 87 龕と
同類の図像を示している。 































第 88龕 如来坐像（図 2-56-1，2） 
 第 87龕と隣り合って彫られている。触地印仏坐像。様子は第 43龕と類似している。釈
迦像であると考えられている。チベット仏教系の造像である。 






















きながら，本像を，すぐ隣にある第 89 龕無量寿仏と，少し離れている第 86龕観音菩薩と
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第 92龕 水月観音（1288 年題記）（図 2-60-1，2，3） 
 冷泉渓南側に臨む岩壁に彫られている（図 2-60-1）。 
 第 22，54 龕と同じく輪王坐で坐す。ただ，重心はやや左へ傾く。左側に机が彫られて
おり，左肘をその上に置き，指で数珠をつまんでいる。上半身には，胸で紐を結ぶ条帛の
上に，さらに天衣を両肩からかけている。下半身に着せる裙の裾が無造作に岩の台座に垂
























第 93龕 四臂観音（図 2-61-2） 








本像は第 40龕と第 65 龕と類似した図像学的な特徴を有した，チベット仏教の四臂観音
像である。ただし，宝冠の造形は特別であり，第 40 龕と第 65 龕の四臂観音がいただく五
葉冠と，第 44龕の数珠手観音などに見られるような，漢伝仏教系の菩薩像に飾られる宝冠
の特徴を吸収して，新たに創出された様式と考えられる。そして，顔の表現も第 40 龕と第






第 94龕 阿弥陀仏（図 2-62） 
 冷泉渓南側の，法雲弄の向かいにある無名洞に彫られている。連珠紋蓮華座の上に，定
印を結び，水瓶を持ち結跏趺坐する。水瓶の口の部分は失われている。螺髪や肉髻，服，
頭光と身光などの様子は第 77 龕と同じである。チベット仏教系の阿弥陀仏像である。 
 
（七）呼猿洞 
第 95龕 観音菩薩・善財童子・金剛力士の三尊（図 2-63-1，2，3，4） 




を持っている。衣服や装身具は第 92龕のそれを，宝冠は，第 50 龕の様式に似ている。体
はやや左後ろに寄りかかっており，背後に頭光や身光の無地円形の二重光背が彫られてい
る。 
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第 96龕 尊勝仏母（図 2-54） 
 第 84龕の主尊と同じ造形である。 
胸の前に挙げる左手が腕から先が損なわれ，水瓶も相当損傷している。 




第 98龕 西方三尊（1292 年題記）（図 2-66） 




































第 100龕 救度仏母（ターラー）（図 2-68） 





























  「有劉元者，嘗従阿尼哥学西天梵相，亦称絶芸。」（『元史・方技』巻二百二） 







































100 龕で，計 33龕ある。 






















宝冠の様子は基本的に，チベット仏教系の場合は第 40 と 52 龕などに見られる五葉冠と，









る程度示している。第 44 龕の数珠手観音や第 50 龕の観音菩薩，第 92 龕の水月観音，お









化の傾向のないチベット仏教系の菩薩造像の場合，四臂観音である第 40と第 65 龕と比較
すると，第 93龕の四臂観音はかすかに微笑んでいる様子から女性的な柔らかさが漂ってい
ることから，微かであるかもしれないが，漢伝仏教系から影響をうけたことも推測できる。 
 第 58龕の阿弥陀仏像や第 93 龕の四臂観音像のように，それぞれの特徴が互いにあらわ



























































水月観音壁画が 10 点余り現存する。 
本章で取り扱う杭州飛来峰石窟の第 22，50，54，92，95 龕は，13 世紀末にモンゴル政
権の元が南宋の旧都臨安にある飛来峰で制作した仏教造像の一部1である。先学により，第
22，54，92，95 龕の 4 龕はすでに水月観音であることが確認されているが，それは飛来峰







































菩薩像が 22龕あり，全体の 1/3 ほど占める。その中の，四臂観音（3例）や獅子吼観音（1
例，残）はチベット密教系の造像であり；残りはほとんど漢伝仏教系の観音である。数珠
手観音（1例），楊柳観音（1 例），蓮華（蕾・宝鉢を含む）を持つタイプなどが見られる。 




2.1 第 22龕 


















                                                             
1
 『飛来峰造像』，図版 136，pp.166。『西湖石窟』，図版 56。 
2




















元十九年（1282 年）在銘の第 3 龕華厳三尊像は，すでに華麗に整えた形の花冠で表されて
いるので，第 22 龕は第 3 龕より制作時期が繰り上がることになるのである。一般に 1282














2.2 第 50龕 
 上述したように，第 50龕（図 2-20-1，2）は唯一，洞窟内に安置された仏像である。 















































2.3 第 54龕 









































































い鶯の話が流布する時期を 13 世紀まで遡ることが可能となり，第 54龕は白い鶯の説話を
考証するに貴重な実物資料となることである。もう一つは，鳥（白鸚鵡）と観音とをセッ





2.4 第 92龕 
 第 92龕（図 2-60-1～3）は，ちょうど冷泉渓に臨む岩壁に彫られている。 





 耳輪はなく，瓔珞の首飾りが浅彫りで精美である。化仏宝冠が第 50 龕の様式に似て模様
が華麗である同時に，両端のもみあげまで収まらなく，さらに舞いあがるよう延ばした結
果，正面からみごとな三角形に見える。その後ろに肉髻か髪の束ねかは見分けにくいが，




















 ほかの 4龕に比べて，第 92 龕は特筆すべき図像学的要素が少ないほうであるが，彫られ
る居場所から彫刻によって見せる様子や雰囲気まで，もっとも水月観音の名にふさわしい
作例と言える。 
2.5 第 95龕   




衣服や装身具は第 92 龕の様子と，宝冠は第 50龕の様式と類似している。体はやや左後ろ
に寄りかかっており，背後に頭光や身光の無地円形の二重光背が彫られている。 
 前述した 4 龕は，いずれも台座がとても簡素であり，ほぼ岩そのままであるのに対して，
第 95 龕の台座は，荷葉や満開した蓮華，未開敷の蕾まで，丹念に彫られている。巧みに「水」
                                                             
1
 元代には二つの「戊子」年があり，一番目は西暦 1288年，二番目は 1348年。飛来峰にあるほかの題記と合わせて考えると，
第 92龕の年代は，古いほうの 1288年と推定されている。 
2
 『飛来峰造像』，図版 138-141，pp.168-171。 
3


























窟水月観音以外に，第 118，126，136 窟にある玉印観音や，第 127窟にある不空羂索観音，
北塔第 8 窟にある楊柳観音などにも従っているし，あらゆる観音菩薩に伴う眷属にあたる
だろう。それに対して，飛来峰にある善財童子は，ほかに数珠観音や楊柳観音等も存在し




































存在する。第 35 龕（図 3-2-1，2）である。第 35 龕の主尊は勿論，観音菩薩であり，蓮華
の蕾を手にして結跏趺坐する姿である。脇侍の韋天将軍（あるいは韋駄天）は第 95龕のそ




























者が知る限り，忿怒相の韋駄天は飛来峰第 95龕のみである。そもそも，第 95 龕の忿怒金
剛が確かに韋駄天に比定されるかどうかが疑問になるだろう。 
大足北山石窟第 133 窟水月観音の左右に，金剛力士像が 4体安置されている。一面四臂
が 3 体と，一面六臂が 1体である。兜と鎧を着ているが，顔だけが忿怒金剛の様子をして
いる。このような金剛像は，ほかの窟にも確認できる。なお，黒水城出土，1189 年題記の
                                                             
1
 『世界美術大全集 東洋編 6 南宋・金』，挿図 200，p.191。 
2





















遡ることができ，そして，飛来峰第 35 龕と第 95龕はこの関わりを証明する早期の作例に
数えられる。 
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存する作例は，かなり数が限られている。ギメ美術館所蔵 2 点，大英博物館所蔵 2点，四




 さらに，西夏時代の水月観音図も 1 点あげたい。西夏に流行していた水月観音の様相を
うかがい，五代・宋のそれとの相違について考察する。 
①  ギメ美術館所蔵，敦煌将来，10c.，2 点 
現存する最古の水月観音と明記する絵画として，ギメ美術館に所蔵される後晋天福八年
                                                             
1
 王恵民，「敦煌写本『水月観音経』研究」，『敦煌研究』1992年第 3期，pp.93—98。 
2






























（図 3-8）と紙本（図 3-9）が各 1 点である3。この 2点の菩薩の向く方向が正反対であるが，
いずれも楊柳を持ち片足を踏み下げる遊戯坐の姿である。後ろにある植物の描き方も似て
                                                             
1
 絹本天福八年銘千手観音図，『西域美術 ギメ美術館ペリオ・コレクション Ⅰ』，原色図版 No.96，pp.357-361。 
2
 紙本水月観音図，同上掲載書，原色図版 No.83，pp.351-352。 
3
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1
 『西域美術 2 大英博物館スタイン・コレクション 敦煌絵画Ⅱ』，彩色図版 21。 
2
 同上掲載書，彩色図版 27。 
3
 『西域美術 ギメ美術館ペリオ・コレクション Ⅰ』，原色図版 69。 
4
 『西域美術 2 大英博物館スタイン・コレクション 敦煌絵画Ⅱ』，単色図版 Fig.111，112。 
5












































が，莫高窟第 431 窟の「太平興国五年」（宋太宗 980 年）のそれを参考にして，同時代の
10 世紀後半の制作と比定されている。なお，その図様は，前にあげられた 10 世紀の水月
観音絵画，特に大英博物館所蔵の絹本作例と同じ図像に基づくものであると考えられる。 
② 西夏の水月観音壁画 ―― 楡林窟第 2窟を例に 
西夏窟時代の水月観音壁画は以上に述べた宋の水月観音壁画と比較すると，明らかに違
う様子を示している。 
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 いっぽう，西夏時代の作例の豊富さに比べて，11 世紀から 12 世紀にかけての宋の水月
観音絵画の作例は，皆無に等しい。すでに述べたように，10世紀頃の水月観音図が現存し
ている以上，その後の 11，12 世紀においても制作され続けていたはずであったが，残さ
                                                             
1
 前掲王恵民論文に 15図，潘亮文論文に 16図，瀧朝子論文に 17図が言及された。比べると計 19図が確認できる：敦煌莫高
窟第 95窟 1幅，第 164窟 2幅，第 237窟 2幅；楡林窟第 2窟 2幅，第 29窟 2幅，第 38窟 2幅；安西東千仏洞第 2窟 2幅，
第 3窟 1幅，第 5窟 1幅；粛北五個廟石窟第 1窟 2幅，第 4窟 2幅。しかし，劉玉権氏「敦煌西夏石窟研究瑣言」（『敦煌研究』










が 1 点確認されている。11 世紀以降の宋における水月観音図像の研究に貴重な手がかりを
提供する。以下③において述べる。 























                                                             
1
 于君方『観音――菩薩中国化的演変』図 6.9，南宋水月観音図，Nelson-Atkins Museum of Art所蔵。仏画より文人山水画，図
像学の視点から取るべき特徴がないと判断し，本稿では水月観音の絵画作例として取り扱わない。 
2






























                                                             
1
 高麗時代に制作された水月観音（楊柳観音）図は現在，大半日本に所蔵されている。たとえば，京都大徳寺蔵本，浅草寺蔵
本，鏡神社蔵本（至大 3年在銘，1310年），養壽寺蔵本，至治 3年（1323年）銘の徐九方筆 1点などがある。 
2































                                                             
1
 『大仏頂陀羅尼経』巻首版画の時代について，『中国版画史図録』に言及されていないが，目録の順番に「趙城蔵扉画」の
前に置かれることから，それより早くの 12世紀初期まで遡るとよかろう。なお，『中国美術全集 絵画編 20 版画』（図版説

























































してきたか，特に，宋や西夏におけるそれぞれの発展とその特徴を，以下 4 点にまとめる。 


































































第 133 号には四人の天王像（図 3-17-1，2）も従わせている3。忿怒の面貌の金剛力士相で
ある。兜と鎧でしっかり身に付け，武器を持つ。3 体が一面四臂，1 体が一面六臂である。


















 『中国美術全集 彫塑編 12 四川石窟彫塑』，図 143，p.145。 
3

































                                                             
1
 『世界美術大全集 東洋編 6 南宋・金』，挿図 199，p.190。The Nelson-Atkins Museum of Art，31-136/15号所蔵品。 
2

















4 第95龕の金剛像に関するもうひとつの解読 ―― 水月観音とカサルパナ観音との混
合 











































                                                             
1
 『サーダナマーラー』に説くカサルパナ観音の成就法は No.13，14，15，16，24，26，六つある。関係研究は，Bhattacharyya 








章インド密教の観自在」『インド密教』；Saraswati S.K.，Tantrayāna Art: An Albumなどがある。 
4






































































































第四章 第 30龕ジャンバラ像に関する図像学的考察 
1 はじめに 



















2 飛来峰第 30龕ジャンバラ像 






































題記などは刻されていなかったようであるが，第 32 龕金剛手像と第 75 龕多聞天像の制
作年代から，同じく至元二十九年（1292 年）に制作された可能性が高い。第 32 龕と合わ
せて，龍泓洞や一線天に先立って，従来の漢伝仏教には登場しない尊格を集約させた意図
がうかがえるだろう。  
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1
 このうち，Nos.284-290，296-299の 11個はジャンバラを説くサーダナで，残りの Nos.291-295はウッチュシュマ・ジャンバ
ラを説くものである。 
2












八夜叉女は順に Citrakālī，Dattā，Sudattā，Āryā，Subhadrā，Guptā，Devī，Sarasvatī である。 
 金剛界五仏の眷属としてのジャンバラは二臂をそなえ，シトロンとマングースを持つ。


















                                                             
1
 Bhattacharyya Benoytosh，The Indian Buddhist Iconography，New Delhi，2008，pp.72-75，113-115，Plate XXVI-c~d，XXXIV-c~e；
Saraswati S.K.，Tantrayāna Art: An Album，pp.LII-LIV，図版 145-155；Sahai B.，Iconography of Minor Hindu and Buddhist Deities，pp.223-230；

















つけるのはなかなか困難である。およそ 8 世紀から 9，10世紀にかけては，ジャンバラ像
の流行する黄金時期であったらしい。北のナーランダー，西のエローラ石窟や，東海岸の
オリッサのラトナギリやウダヤギリ等から，ジャンバラ像が豊富に発見されている。 
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4.1 楡林窟第 15窟前室北壁の天王壁画 




15 窟前室に残される唐代の壁画は第 25 窟と同様，実際は吐蕃支配期における造営であっ
たと一般的に考えられている。 














                                                             
1
 森雅秀「パーラ朝の守護尊・護法尊・財宝神の図像的特徴」『名古屋大学古川総合研究資料館報告』No.6，1990，図 14，p.97。 
2















ほかに，第 25 窟にも北方天王壁画が現存しているが1，上述した第 15 窟前室にある天王
像と異なり，膝より長い鎧を着る吐蕃の武人のように表されている。左手で仏塔を持ち，












                                                             
1
 『安西楡林窟』図版 42，解説 p.261。 
2









































































































































第五章 第 75龕の多聞天像 
1 はじめに 
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2 杭州飛来峰石窟にある元代第 75龕多聞天騎獅造像 




















                                                             
1
 中国美術学院 2012年博士論文，朱晨「中国龕窟造像史上最後の光亮――杭州飛来峰元代造像研究」，pp.43-44。 
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 ロデリック・ウィットフィールド編集『西域美術 大英博物館スタイン・コレクション 敦煌絵画Ⅱ』講談社，1982，原色
図版 16，解説 p.318-320。 
105 
 



























                                                             
1
 ロデリック・ウィットフィールド編集『西域美術 大英博物館スタイン・コレクション 敦煌絵画Ⅱ』講談社，1982，原色
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1
 楡林窟第 15窟前室北側にある天王壁画に関して，第四章においても言及されている。 
2
 ロデリック・ウィットフィールド編集『西域美術 大英博物館スタイン・コレクション 敦煌絵画Ⅰ』講談社，1982，単色
図版 Fig.111，前掲書と同シリーズ『Ⅱ』，原色図版 84，解説 p.353。 
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第六章 結論 ―― 飛来峰にある元代造像の特徴，淵源と価値 
 
 杭州飛来峰には元代の仏像が 68 龕あり，青林洞，玉乳洞，理公塔の西側や龍泓洞，一線天，
冷泉渓南側の岸壁，および呼猿洞などに散在している。龍泓洞内にある第 50 龕の観音菩薩像
を除き，すべて露天の岸壁に彫られており，摩崖造像である。第 31 龕と第 34龕の像は高さが
1 メートル以下である以外に，ほぼすべて 1メートル以上を超えている大型の像である。特に，
龍泓洞外壁にある第 36 龕の釈迦立像は 5 メートルほどあり，威容を誇っている。残されてい
る造像題記によると，これら元代の仏像はおよそ元の至元十九年から至元二十九年にかけて，
すなわち 1282 年から 1292年において制作されたことがわかる。 
筆者が行った現地調査では，青林洞外壁の高い崖にある第 22，23 龕と，地理的に飛来峰東
山麓から少々離れた法雲洞の向こう側にある無名洞にある第 94 龕，呼猿洞にある第 95～100





























































1282 年頃から飛来峰における仏教造像活動が始まった。残されている造像題記には，第 32 龕
の「榮祿大夫行宣政院使脱脱夫人」，第 39 と 40 龕の「江淮諸路釋教都總統所経歴郭」，第 53






















































































































図  版 
第一章 
 
図 1-1 杭州慈雲嶺仏教七尊造像（五代呉越国） 
 













図 1-4 杭州呉山宝成寺三世仏造像 
 
 






図 1-6-1 霊隠寺影壁 
 





図 1-7-1 飛来峰石窟平面図（黄湧泉『杭州元代石窟芸術』，1958） 
 
 






図 1-7-3 飛来峰玉乳洞内十八羅漢造像（一部，北宋） 
 






図 1-7-5 飛来峰龍泓洞外壁造像 
 





図 1-7-7 冷泉渓南側岸壁造像（1） 
 
 





図 1-8 青林洞内西方三尊像（五代後周広順元年題記，951年） 
 
 





図 1-10 青林洞入口十八羅漢小像 
 
 





図 1-12 青林洞入口取経浮彫（北宋） 
 
 










































図 2-1-1 第 3龕華厳三尊（1282年題記） 
 
図 2-1-2 第 3龕華厳三尊右脇侍文殊菩薩（上半身） 
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 図 2-2-1 第 22龕水月観音 
 





















 図 2-5-2 第 30龕ジャンバラ（頭部）  





図 2-7-1 第 32龕金剛手菩薩（1292年題記） 
 
 









 図 2-9-1 第 34龕観音菩薩 
 
 






図 2-10 第 35龕観音菩薩と韋駄天二尊像 









図 2-12-2 第 37龕熾盛光仏（上半身） 
 
 










図 2-14-1 第 40龕四臂観音（1287年題記） 
 
 















図 2-17-1 第 43龕釈迦坐像 
 
 










図 2-18-2 第 44龕数珠手観音（頭部） 





図 2-20-1 第 49龕善財童子，第 50龕観音菩薩 
 
 






      
図 2-21 第 51龕観音菩薩 
     








図 2-23-2 第 53龕ヴァジュラヴィダーラナ（局部） 
 
 









図 2-25-2 第 55龕持金剛（側面） 
 























図 2-29-1 第 59龕西方三尊（元至元二十□年題記，1284-1292年間） 
       




























図 2-34 第 64龕阿弥陀仏 
 





























図 2-38 第 69龕観音菩薩 
 






図 2-39-2 第 70龕摩利支天 
         




図 2-41 第 72龕観音菩薩 
 




























図 2-45-2 第 76龕救度仏母（頭部） 
 
 





図 2-47-1 第 78龕獅子吼観音残像‐蓮華と剣の浮彫 
 













図 2-47-4 第 78龕七頭龍王浮彫 
 
 
















図 2-49-2 第 80龕観音菩薩（近景） 
 
 






























図 2-53-2 第 84龕仏頂尊勝造像（全体図） 
 
 





図 2-53-4 第 84龕仏頂尊勝造像（左側） 
 






図 2-54-1 第 86龕観音菩薩 
 
 





図 2-54-3 第 86龕観音菩薩（胸飾り） 
 
 





図 2-55-1 第 87龕般若仏母 
 




図 2-56-1 第 88龕如来坐像 
  















図 2-58-2 第 90龕大勢至菩薩（上半身） 
 
 




図 2-60-1 第 92龕水月観音（遠景） 
 
 





図 2-60-3 第 92龕水月観音（上半身） 
 
 





















図 2-63-1 第 95龕水月観音三尊 
  




図 2-63-3 第 95龕右脇侍善財童子 
  







   










   









図 2-66 第 98龕西方三尊（1292年題記） 
 
























図 3-2-1 飛来峰第 35龕観音と韋駄天二尊造像 




図 3-3 京都泉涌寺蔵韋駄天像（木造彩色，南宋，13c.）     図 3-4 西夏語仏経韋駄天版画 
 























































図 3-12-1 楡林窟第 2窟主室西壁北側水月観音壁画（西夏） 
 









図 3-14 西夏語法華経普門品見返し絵 
 
 
























       





















図 3-20 水月観音金銅像（浙江省金華市万仏塔塔基出土，北宋，10-11世紀頃，中国歴史博物館蔵） 
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図 3-21-1 『五百仏像集：見即獲益』112(37a)‐スダナクマーラとターラ  ー
       






    















図 4-1 理公塔西側第 30龕ジャンバラ，第 32龕金剛手菩薩 
  





図 4-3 ジャンバラ像（石造，8世紀，ラトナギリ出土，Archaeological Survey of India，New Delhi） 





    







     






























図 4-10 『五百仏像集：見即獲益』314(104b)－黄財神 
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図 4-11 黄布禄金剛（金銅像，清乾隆年間，故宮博物院梵華楼六室蔵） 
  






       










































      












           
























図 1-1～6，1-7-2～8，1-8～14 は筆者撮影。 
図 1-7-1，1-15   黄湧泉『杭州元代石窟芸術』より。 
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